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ユ非血♯封書  

兼 行個食席轟也人  

北輪台1日腋北橡病院  

編 集才広軌轟損金  

勲取乱嗜癖瀾l和l臨  

死 持上呼鹿貯寝皿月撼田  

樺昭担議・諌溝患者奇骨む垂入院患者申悲報  

告3骨5轍で尭了L甘訓練を終了LまLた．  
新Lい駐中媚用地由確保へ  

灘串頓にな加重顔見親ザ、こ漣惑蕾おかけ  

てしていましたが、病院騒音他にあらたに駐  

車培慰確保す轟こ引こな疎まLたp  

当面臆二昭墳軒を外来患者きん専用濫車堵  

′－ 藍細密盛事軒韓津し苦情用す息ことを計所  

出恵小壷甘や  

骨年，工1月上旬に整術L、．中旬かむ博樹出  

車重甚脊計画Lて慮り賛す甘〈わLい内容は   

1滴下軌こ院内に掲示してご案内いたしま  

奇中  

入院期間にウIlて   

現在の病院はト厚生労働省印滴針で、  

・すぐに手術中処置が必要な急性期満床  

・その韓、元の生活に戻托るよぅにす量回律   

期リハビリテーション病床  

一拍療が長い期剛こわたる亜急性期から憮牲   

柳橋味  

・療養型病床  

慣四つに牙かれでいます。   

当院は急性軌医療を行っている病院です嘩  

で、入院期間がおぉむね知日前擁となっでい  

ます仕   

新たに急性科医梼が遭事な患昔さふを連や  

如こ重けÅれるた桝こも、急性脚昭処置摩億  

轟が一段甫して引き満轟康幸が必雫にな息塙  

剖＝臥ゆゥぺり野菜で垂基傭既に密院きれ  

轟ことを満噂師Lてぃます。葡慌替歌昂鰯㊥  

に壮、転院朱印施設でも鰊綻した医療が蕾け  

ら九盈よう十浄に酷態帥たします碍雪ご理解  

を鹿甑炉Lま甘。   

前防避♯調練の実施  

粥川目地時知藤軋備市防箆棒蒔臨金卸値  

力蓉得て，寵脚咄親を想定Lた華雅重視煎  

訓練患行やまL鞋亘短夜西棟輝か与出火し、  

専講師によ毒和樹昭火軒先艶もたと嘩宜し、  

他由病積から再臨撞着とともに、細く如1  

の時間で入院患者菩ん針無事遊郭・語草晋奉  

るかを計る′形で訓組射手ね耗一審した廿   

討防暑官は出火限界時間を撃卦以内脅日啓  

に指辞しでいますが、出火嫡棟であ晶築き嫡  

′、  

■  
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廣踪厨介シリーズ距固   

骨静′でンタと靡昔血バンクについで  

血液内斜笠井正晴  副院長  

出血病など申血液中病気抑胎療法とLて  

造血幹細胞播植という漕法があります。   

骨髄の申に轟血球云自血球や血小堰封巧  

くる母親抱細胞がぁり、骨れ苗造血幹細胞と  

いいま骨。骨嘩が輯気に冒嘗軋た史虐．患い  

朝腹を抗がん剤帝政軒樽姑韓畢醜くLて、そ  

紺あとで正常の元気由よい造血幹細胞を移植  

す轟治療法℡甘。昔は骨籠移植とい勤軋てい  

まLた割   

こ嘩此沓蓮る＃醜ばふつぅは骨髄鉛中に  

沢山轟竹ますが中食近の蹄尭セへその躇め中  

にも造血幹細胞が轟・晶ことがわか申まLた。  

生まれる前田轟屯やんと母親は赤ち車んのへ  

そと偉観冊胎盤とでつながサ甘辱増す9つな  

が岱凰－る部分の車蓉旛帯首さいた叫 と言  

い生す。へそ和様五臓掛ふ赤ちゃんが生ま  

軋たあとに子宮軒ちでて垂ます。   

ただヘ音欄掛ら採取でき阜臍辞血は血液  

鵡丑が雛鳥九ぜ－1るた由倖由鬼鼻息Aには遥  

血幹細胞再我が起甘をいことが為ります。L  

かL，日耳人中僻聴歴と大半は足りることが  

ねか軋蹄幣血郎軸に用いられ島よ翫二葡り  

ました【．   

稲撼には、敵地㊥一事背轟甚ヒト白瓜珠  

抗原庄山中と車う鞄脚・癒合してい憩い  

「靴音ンチ」  

Ⅰ軸0年に骨髄櫛植推進財団（骨髄ポ針削  

が設立費艶蕃麗の■ドナーによ別11止町丑簸酢  

なきれ番よう1ニなりまし走。   

＿剋万九の善意のドナーがい軸組兢の病気  

に噛んでいる人戯親藤町人々仁蛭供できる軒 ナ、  

軌こなります倣礫在蕃でに酌却万人昭ドナー  

登録が敬重れでいまヰ甘   

脅♯拝聴錦握手（書静、旛骨よl‖  

骨髄軽円仁瑠備は堂国に森口狩抱薄赤「  

宰血液センター、献血舟－もまた北緯道嘩地  

方では保低所が審Uとなっで壁籍で卓ますせ  

嘩かち1触はど血を揮ってⅠ牡鹿告訴ぺ、こ軋  

苛コンビ且←才一に畳温きれま甘申   

患L，血液の病気に替り、造血幹細胞♯植  

群避畢に‾なったと轟、輯希にⅢ止の適合ドナ  

ーがいない埠合は、骨髄ボン封二璧録盾軋た  

鮎の合瑞た他Åめドナーより骨儲蘭捷撫遭  

うけて移植サ阜ことが可附こなったわけで  

すむ   

と拒絶反応億と甥憤  

め、うまくで善書せん。   

骨髄移植巷Lたくて  

敷兄弟に、こ由一Ⅱ止が  

蕃射るドナー∈鞋韓  

著巨がいないた冷静植  

がモき聴いこ出師夢々  

為り童Lた。  ．造血幹細胞  
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骨髄脛サーに改札轟年齢は罰一缶鹿となっ  

ています。  

骨髄血では占種の虹止型がすべで合って伊藤  

のを基本とLます軒、肺孤軍荊聴軒軒軸  

樺帝の粗且型が骨ウでいるだけで辟療顔面鹿  

なの管す。   

こ軋は碑帯血は骨髄血忙雄噸痩脚萄  

く拒難民応などが少ない壬とと観地軸撃な  

くても・寿昭旗輯熟こ分裂Lて増ぇでくれ息よ  

とがわかっていま甘。拭L血相塾為替草葉患う  

苛も潜帯血藤橋軒可能な胡で保有数の少ない  

牌罷皿でも歩く和恵青畳んに揖撫でき阜よう  

に密凋ました中   

子供が少なくなぅている少子化時代とな  

り■∴凪謝軌二址A命題合Lたドナ←がいなく  

で樽構を轟卓ち拍ていた患者さんにも♯植が  

行わ粍るようになりまLたさ   

善意由ドナーの協力で骨髄バンクが成りⅡ  

サ官わます．そLで理解あるお父さんとお母  

尊ん連中重患で臍帯血パンクも立ち上がりま  

Lた月番く昭方耳の協力で噸零削＝襟勤し血液  

由桶尭由雄機宜っています。  

屈・名   ドナi壷避暑軋  ．人口千人轟たり   

ア耳り・カ  ヰ鱒万人   142人  

「‾‾ 
ィーツ  卵九   丑野人   

イ ギリ ネ   堪市井 1貯木   

イ ダリ 子   軒万人   軸泉   

台   撫   知育丸 iエ4A   

カ ナ 身   出方丸   二幽鬼   

日 寺   釦有人   1良人   

7 亨 ■ン 昇   碍軸   腰卑   

l■ヽ  

ドナー皇錯、各国の此鞋   

「恥サンタ」   

骨髄パン封の設耽疎密もⅠⅡA適幹ドナー軒  

轟巧か屯ない寿がいました。   

盤軽も■説明LまLたが、お砕きんポチ供牽  

軸虹た轟と、へそ印播かち採血Lた肺血  

奄播植に備え島よ引こなりまLた事項在比重  

国に11再傭帯血パンダが為り皐ットワ一夕で  

顛‡粗ています。   

ただ噛帯血を移植に使えるように無菌肋に  

禅味保存する設備を備えた璃慌は限られて磨  

り．道内刊土丁病院が臍帯血撰硯病保とLて  

塵簸さ軋ています個（醐）   

臍帝政は全国で三万件印保存を目標肥Lて  

います。現在はす刊ニ⊇万件句保存が憩さ軋、  

僅甜き耗た骨哺充とよ牲珊胞故吟多い膀帯  

血に置き換ぇる作業部華昔軋ています。．  

賠衝血がなぜ三万件でよい部といいますと、  

拳考  

量二軸：睡軋白政柄甲リンリ筆陣などの移  

植前府治療は尭垂銅坑がん剤．と垂身髄師如こ  

よ毎憩い姑療が圭蔚駄血奄つく嵐骨髄郎働  

きを無くL首Lまう骨髄抵標的酒席悲患いぉ  

れでいまLた。⊥赤毛ニ帝轍軌骨髄非破壊  

助辞植と如咄熱拭廓丸剤拍亜密掘海してよ  

射謝絶轄Åや騰瀞．催告碍叡番人にも同種移植  

を可能にLた蕃鎮でサQ   

これら、骨髄軸章こ雲仙咋嘩抑年l胴骨  

蔚当庇報轟「エJk且」に詳し宅ご案内して一書  

ます。病院赦削三鮨尋ね竃だきいぜ  

rヽ  

遺  血樺取吊瞑：  

すべて札幌市内に奉ります。  

北海道大学医学部相席病院・長かぎわ病院・  

操両病院・札幌東雲病慌■粟使病院・  

札幌マタニティーウりンよ串ス＿ビ即卜  

手稲撰仁全病院   
ドナー童緯1各国の比軽  
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モ ～亡存知モーかヲ～  ひ古くち  

身近な■肇恵盲・⑯ ☆1宇☆  

山で自生する山の芋に対し、里で栽培されたところから里芋。  
親芋に小芋が，小芋に操辛がつくという具合に増えていくので、子孫繁栄の縁‾起ものとして昔  
から正月や祝い事の膳に好んで使わ丸ます。  

◎注目の栄養価◎  

l ■ ■  
ヰ．里芋の皮をむ〈と出るヌルヌルの成分で、オクラ・モロ   

ヘイヤ■山芋・なめこにも含まれる  

や 胃腸の壁を保護し、傷ついた粘膜香港復する軸きがあ   
り．胃炎や張塙㊥予E別＝なる  

ヰ 唾液の分泌を促し、がんや老化を防ぐ効果がある  
′ヽ   

■犠＝■■廿●帥おか丁■に書魯・＃■暮  

外来診寝担当一覧  

水  金  土  

年前  午榛  ／l■・餌  午前  ′I埋 

冨井   
′  

血牌内科   半株   
今井   喋・野   

消化罫刷  ⊥l辞  l与 川  大 泉  」：j薩  占 川  川村．胤■  露l‾1  火 泉  川村値 

呼鴨嵩閂  康 u  ヰ m  本 印  本 出  本 四  
耳■円田  

．；i．シ・■  摺 柑 揮 柑  

循環器科  田中／脚  山 崎  榔l・u 舟 山  圃 柿  

玉記  
外 科   騰：l山   堀江  小野車梓川   

也砲台   小林（  政和 高橋   

J
一
1
．
 
 

醒軍転司…．霞革葺■∃  
D即：北上かち中瀬退院が鮎当いたLます中  

肌閂は十釣制となっでお口土す．  
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イ右他室   
私吐殖癒軽三重生に在万雷一進路塵親癒患と■垂何  

と缶く輔師把聴奇遇考慮び重し軍事   

薬師看護師再鞋郵ま群舞とイメーデLたり草鞋  

実習苛見てklた屯命と尤鼻毛遵ってl噌L払   

とくに患者蚤んには．岡によ引こ爵も同じように  

嬢Lでも動地た顆掛＝親許蓉春巻灘でどなち払起  

りしか屯範たり，若昔屯稚Lい仕事と患いまLた。   

耕軒巌ま管テレぜドラマ蔀どゃ奄壊せ轟斎藤師  

Lかイメ一畳L有－－なかせた恕肛と噂てt親弛L甘  

か毎．は点鹿春ユと田鹿韓でした由一囁静両用嘩  

♯佐助東草ですi問畢再堪す印二見着啓一ん府亜  

糾三り舘野申蓋廿ユ掛二束架鹿軸軸家水盛こ彗で  

す餅付けでい養育解軒は仕事洒終わモ＝こ拙必ず  

l方壊乱上に恵ウ耳います。叫ツーサイ匡で席を群  

が抱ることも多く、それでいて即二集中していない  

とミ真を犯し卓昂で先奪棟担鳥こと．辞で書蓋せ鮎  

郡上中越術‾もど品替丸出てき触日に蛙凄凧鹿  

地政むでおは且各串屯先師すも  

相模受付苛も骨憎よ奪離屯な乾てヰ年中だ埠ギ早  

紀も轟鼻ら埠蓮う藍茸革も恩巾て紀ぬ珊．背覿脊  

牢転諷鞍郵険LでV増刊¢掛1も「ど卑L毎春許  

膿乱射こ鹿軋缶一切でサ癖曽」土間妻韮Lた。  
「書評蹄与良辟担串毎て．患者甑に春樹托そ恥  

軸骨肯簾田春野に垂靖草で育帥蓑常軌モ軋尊  

て遭う藍鰯ラ血守すa患者著ふ臣事ば軋轟蛋・宜鴇  

医学故知触が轟軋ぼ轟っ■む頭胞覿壷施す恕鮎泊  

僚がぜ軋・ヰ触噌虻鹿ウた疎か分飾る阜畢尊んで  

す．帯l＿こ鮎許附訝軽華ゃ号且いんせ甘鼻白費や申  

り出社許鞋昏浄で辞髄菅瞥晶。舌鮎卓牡軌二轟孟  

が牡耳い吉ヰJ。転諒と両軸幡に藩主計と鹿怨敵  

塵叔母象た、む恵焉醒盤幹也モい起掛＝先制掟啓軋  

草加卸町熱く者轟肝叫嘩草津りて宅些譲したb  

印刷珊く躍好奇巾A性軌点■・情熱蕃轟軒碍仕猫奄  

思しく避辞Lて甘噂と患え妻す卸   

せ丸森酎ここ伯太経ただ雲集野崎閉脚明断－  

とし1埼倒す嘲持株撃し蝿r管す中∈申溝専奉  

加調印師に諒離揮長ぃ頃擢せ廟－㌔一艇暁軌軌  

鵬ず卸し｛在り乱した卓   

則勧鶴替地輔凄軋L恵。私感郎埠頑  
脚暫轟巻こ、と著書且ませ血管ら払「噸日．旺苦  

手奇晰サ中磐射手相場kl官箭せ奇与せす。  

脊楽節蕃あに重量耕法鹿赫旺希有鮎一密頭韻せ生  

す上菅竜青頂走破女に患恕ず「軸蹄呑ん腎拝啓  

く首、革印加壇茫方和せ甲耳よ」と酌・勘  

野L静lモす闇…某澤てう庵甘む曙く組まL尭象帝  

護軒且帥与帯革狙一儲け森泉、併普遍虹恋耕せ  

最毎日鮎   

融 畔軸Lた阜乱髄如上草奇  

嘩前野軸 専拝挿持畔ず古米拳竜瀞奉拝口走九嘩静壷破や宅乱  
撃し皐確守も戟は奇申廠癖庵「和銅庵恕軸増  

産廊結晶重患羞射」と青草官私ら嘉島よ課垂心牌且  

納金し常套奄碍甘Lよ弓軌   

夢脚嘩かったÅ把．掛†軌－一章蕪師とぉ号帝  

白鼠蓉レ薗宅て価と教え毎払恵転封しまも充血「お  

触轟嘉ん匂鮨正月遽ぎたちゆ頴電柵畠酔与」紫甘   

′ヽ  

看轟師を掛†ている単位だ尤だん自衛安蘇甘て  

山草蕾L塩島盛帥巧もと同仁苛も唱で処置蓉＿L  

ていたと書、ミス魯犯LてLまいま・Lた。  

よこに抑た先蜘酔臣ん職づい肯宅転忠  

幸阜んに帯解軒嵐ような阿軌こはな与曳かっ魔の  

博す酢∴仕事中に血ちち三もちに集中車轟こと軒  

で鼻軋掛ま串当・撼斎藤軒に向い官帥ない巾だ  

と虚はましたbそL宕とても蕗毎払島圭L卑h  

各宙由掛碍軌庸電卓出も甘いな小野に辛譜  

r 耕晃蓄ん斬お体舟をくれまLた．帝展中気遼東  
にきち舟転お札も香わ憩い軋丑口に結切符春  

夏匂て出番忙向かう融和乗■尊重Lた。  

剤ヰカ亨札轍巷弛発して新年斗ほん中りと認碍  

外亀障り鯨めた彗費見ていました．で鼓梅軒見ぇ  

て畢たこ利二はn落ち着いでお弁当啓開宅轟轄が  

出来まL忠敬就がりくと恥こ凰とは藍ムヒ同仁よ  

うな帝細密性執事董したヰ革を珊ulて熱心に歳  

んでも－まLた．草㊥宰は費聴二酔夢苛♯やLた。  

岸匂ていた剋蒸軒勤め暴食朝拗雫こち削三省を棟  

L、一．ほはぇん晋く丸まLた。憎馳観ですか才  
女染ぜす鹿」とか坤磨青葉にトニ訊かち道南碍  

町に青東学墟昔愛執に苛も軒だと載且てく匪蓋L  

た中 骨こは載帝政群管す可．「半年はTJ打吋ト  

L宅■，半年成熟親して、℡も帯屯帯蘇屯悪くで看  

護蹄嘗ん昭草枕春慶観す苺のヰ年目なんです。  



咋）  

・一腰蕃僻甜センターニjナ チス一   

両回路介護保険制徳和利用につい培お怯ぇ＿LまLた中年回は引き鏡垂命謹保険に刊lて■一部  

見直し軸蹄黒む病院かちのお掛－、草して自動車軸によっで騨事を待った軒叫醐帽誹捕虜  

騎にウい号ご説明LますG  

静Lモーlただ轟ますせ主治医嘩奇相予蹄と  

静察括轟蓉もとに雪舟産経暁童曲医意見書き  

軒件成す盈エと忙塵‘りま慣認   

よqよいサービス蓉貴け啓缶単に埴正確重  

苦見雇轡堰屈強牒潤ま官印・督ヾご協力■掛程ど  

軒君よ為し宅お触杓一缶Lま甘世  

⑳嚢兼と溝佳暮について   

盈軋ま守軒護踪陵を利用Lて施設入所モ短  

期九所：ショートステイ）Lた塊菅田免許革  

帯任那享保陵給付の神泉となゥてい善した。  

ニし却L奇年町10月創ら、この度賛．と悟住華歪  

速び確所サー蛙ス利用時帝鹿茸が∴郡甜き札  

晶方に耗規L甘いただ宅ことに香りまLた曽  

費用にりいては墟醍や贋垂申堆類によっ青果  

な町生す町牽施設担当老やケアマ轟－ジャー  

ヘこ確酸くだ巷丸㌔   

壷乱所得の低七倍な酔＼は餞鞘解が減覿  

とな巌利便も轟町要すので宙住まいの市民町  

村裡韓互ご僧酸く－だ許廿11  

■■l  

⑳自動車■故により・陣専をもった方への介護   

料支給について   

もLも不慮の事故で塞い障書を持ったた緻  

に介護が必要に－なったとき、本人や家族はと  

でも辛く、陵措辞や生情勢などの負担も大き  

くなってLまいます。そこで少Lでもその負  

担を軽減するために「拙宜行政値入 自動車  

事故吋解横偶」というところで（介護料宮の  

支礎申請がで鼻ます。  

◎手相のご配九輔   

憎保険を新規申請Lた時常帯改恵冊軸■  

が近づきますと市区町梓細かち主治医に向  

けで恵舟轟保険主治医意見専きが病院へ蓮ち  

れ耳きます。   

この主治医の意見♯は各市匿町村役場密寓  

こ酎担粗思弁津画壇藩査索密切嘩埴親憶に皇  

軍な役割着果たしま車。意見曹酔中に‾は日常  

の生括の状態も記よL尊けれ喋摩ら華ゃ控  

掛、外来申夢寮だけでは正醇な情報恕記載骨  

るのが難しい囁酔が轟句ます。   

そこで当院でほ今年軸月か匂お匠町村闇  

鴇か与宅舟轟保険主治医意見着きが病院楓護  

良軋てきた時点で、草野ご祷丸和ご良宅へ当  

院で作成したく守静粟ぎ奇遇付暮せでい缶だ  

くこ身に鹿瀬達Lた。   

ご百埴に予啓票が届いた茸臥 ご本人もL  

くはご家族の方に記入し甘いただきます。そ  

Lでそ巾予診票を持参して主治医亀井釆宙費  

渦料の喜捨要件…・・・  

日掛車事故が画風暫巨億、脊髄ま・た  

は脾腹郭の臓器－を現俸Lて、垂鹿の  

裸連座客車持った軋啓凱尭軋  

俳鞭呑ビ日常生括動作にりいて常時  

またば随時由井謹が必要な状態の方  

へ支給Lます。  

苦脚・・…   

川舟葎称は月額や尭給されます。そ抑月の   

′■I   



け）   

辞Lくは自動車事故付帯嘩碑砲車嘩耳翠  

酷：田j2丁鵬5月または竜所惜惑；旺＝－  

≦5ト如割〈札幌支所〉）に開山命垂せが潜畢  

ですが、療養情報センターにも丑㌢封再再  

配置いて溝川ますので点間い台東せくだ書  

い自   

これから私必磐とす碁楕祉骨－ピ講が稽嵐  

で耳番と思います。これちサービ利こう虹し咤  

のご貸間や療養についての不安、心配事など  

僻あ二厚東L尤：軋末席二旛に萄把ませ帝春情  

報奇説ぎー訂管狩気軽に声蕾糾ナてくだ夢  

鴨北海遭は正和か転義い毎にむけで路面が  

凍綽L、貯鞄やすくなります。お車中運転に  
は十蓉崩気若付けくだ巻いb  

舟謝に粟L韓寮用瞳拘著護など軽重弁   

護サー瞥見i舟謹粕品塙掴価瞳慧四境   

五卜和則剛勤軋上限衝凄で嘩範囲内   

甘支給額となります七重結萄唾弁謹鹿   

に合ゎせて野避氾円ヰ1華β軒円となって   

います。  

抽入院〔入所）の期間が1ヰ日比拘把埠替に   

限り、その費用（患者啓邁費，重科差額   

など）についで、入院口琴紺l万円を上   

限とLて、年間架旧に達するまで上記旧   

とは別枠で助成されます¢  

中東方静・・…  

卦護科由ま蘭せ貴け為た捌こほ奮費  

拍華櫓亜闇億啓偉け為強要があ埠ま  

す仔申醸せ帝聾す軋方は戸籍謄本帝  

島暗章保暁．捕卸の換遺障春草帯  
紐密売題劫乱費速事故証明書など  

再替境港自．激辛事故相葉輯儒昭支所  

に葡宙Lてくだきい¢  

′■ヽ   

職員に封す竃背膏を倍克悪投目盤損ヴていま  

L虎廿色鹿な髄轟ご起直虫開音す遷礫呑も歩  

く、春謹簡単当部署酔障療＝ジーをヤ耳ワー葡  

－と相聞・鞄謹捧旺も捧軸やてきまLた寺   

こ虹転の韓騎蝿在僻も生かせ晶よ  

引こまた、軸心亜忘れ届ことなく卑薩もがん  

ぱりてい睾たいと且ってい虻す甲   

疇風樹舟  

2病♯のメデイま‖いて－トナー  皆川 薫   
〔  

ヱ病棟は当院5ウの病棟町中でも人院病室が  

55床と一番病室が多く、主に滑化市制・血液  

内科の鼻音さんが牽く入院暮れでいます。   

私がこの仕事について旭年巨‖二な刊ます。  

当院では9年前にメデイ奇ルバーナナーとい  

う仕事が始まりま」たが、私ともう一人が韓  

1骨になります。この乱歩く㊥方との出会  

いを経験・LまLた。   

昨年の10月までのユ年程は病棟憩口からヱ階  

にある療養情報センター窓口にいまLたの  

で、入院案内や病室訪閉などでたくさん町方  

とお会いしまLた。病室訪問の中では、みな  

さんからのご意見ご要望、そして時には病院  

封軒牌胡  

す－スステ  

ーションに  

お牒ます印  

で、遠慮な  

く声をかけ  

て下さいサ   



は）  

ニの嫡能町音楽師さんは、なぜ三角  

租帽子をかぶっていないのですか？  

他の樹上の区別がりきません。  

匡I  
患者事んは拍境南た由にたく呑んの  

管や装置蓉付けることが鼻骨ます。  
髄襲嬢記：   

年号廓ち久木田和丘に替わり、新Lく編集  

長にな斡まLた玉膏連です。嘲嘩克と同じ  

で外科医師です草   

癖気に向かい合うといぅ葡為は病院間偏に  

とっ宅は日常の出乗車です中でも疇気匡かか  

り・ご寺院頂〈患者き朋こと草耳は非日常由出  

来事です適赫恒二くい医療と蝶巳られ融駐  

車軋は病気を見右方向鞄違い伊→葡萄原田か  

もL捉ません中   

このエルム密通拉て．わ粗ねれの匝額恕如  

かり申せ宅ご配明し，もっと札幌北棟病院車  

軸彗でいただ結晶ようノ宥めて£山牒ます。   

哨牒中外かち曲視点を東軌こしで、相集に  

生中骨鞋時にも脚ご意見ご希繋が乾かせ  

ません凸聴且または院内に設帝七宝あるご意  

見毒削こご恵庭箇崩寄せくださ小。こ丸かちも  

「工肘ム」をよちLく補い敦Lます申 玉置達  

そ軋ち潤子にぷ尊かったりす竜こと弼摘  

藍す租飾‾虹畢付けてい啓帽子は仕事のじやま  

にな事でLまうことがあ苗のです中ま軋衣  

服と適塾て帽子豪放濯す苗回数抽少在中ため  

不備にな職脅すい鞄です。   

このようなことかち卑では帽子奇癖止しで  

い暫病院の方部皐く在りまLた。   

当院では嘩極細嶺札で分か藩ようにLまL  

た。着岸師中名札再色は紫です。他に医斬は  

線色、医瑞枝術者は青色、事務聴は垂色とな  

やています。  

固  

．固  

軸旺艦甘轄桓・薙．拙当地  

嬰鮎・部奄軍神軸簡碧■  

i酔嘩帯紐鼓嘩艦撒息菅輔  
罷嗣鴨配備竜野壷甘帥苦熱．．琶  

来脚芸構鹿廟蓋廟軸廟嶺捏  

特車塵老樹頭嘩範  革ヰー謁争ミ   

当院では静韓情報の開示、操供を行り苛  

もIますむ職員までお車軸下さtl。   糊l甜潮檻碍葡慧当播   

けが・艶専政急当番は、次のとぉりです。   

外科丑び排外科  

・11月旭日（壷I  

・遁月1t】〔ホ1  

・ほ月1引ILホ1   

年内は1ユ月琴日まで、新年は1月4t］から通  

常通り診療いたLます亡  

蒋定酬軽揖ヒ撮貪瑚酎柵横隊  

融蹄鳩再梱・内軒・瀾イ坤軒・昨晩一岬摘職者  

科1か把朴・・鞄琳軒一・購耕鹿療軒・放  

射耕軸i＃粁  

任 所：札堰市白石圧＃軋経昆虫6丁目5杏1埠  

1tL＿：刑1一郎節馴Ilt．下城0．11臓捌卿  

麿 二亜：一助下級白石艶亭膏出口から 

環状通り北約方1健應5骨盤幸  

ホーふペ．一宮．川坤相川叫峠軸押坤th．別電   


